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正しく動き、美しくつながり、強く創り出す「未来を生き抜く力」を育成する学校 

｢たい｣のあふれる時津小 
令和 5年９月１日（金） 発行人：校長 森内 秀学 

 

2学期は あふれた「たい」の そのあとを 
 

 「しなさい」と指示されて動く子どもではなく、「やりたい！」という思いをもって主体

的に行動する子ども育てようと取り組んできた時津小。そこに通う子どもたちは、ご家庭

でどのような夏休みを過ごしたのでしょうか。成果は表れていましたか？ 

 さて、1 学期は、「たい」の言葉がたくさん出るよう、様々な仕掛けをしてきましたが、

2学期は、そのやりたい！という思いをいかにして適切な行動に結びつけるかがカギです。 

キーワードとなるのが、本紙第 1号にも掲載した、「正しく動く」「美しくつながる」「強

く創り出す」という、校訓と結び付けて作った、本校の新しい教育目標です。 

学校で子どもがどのように育っているのか、本紙でも随時ご紹介します。お楽しみに！ 

平和を考えるのは 8月 9日だけにあらず 
 8 月 30 日は平和集会を行いました。8

月 9日が台風で休校になり、開けなかった

ためです。内容は、校長講話、JRC委員会

の発表、総合的な学習として取り組んだ 6

年生の平和学習の発表など、大変濃く、み

んな真剣に聞いていました。平和を考える

のは、8月 9日だけではありませんね。 

ようこそ時津小へ① 

 時津小に新しい職員が仲

間入りしました。4 年 1 組

原沙希の産休代替で担任を

務める「辻 果苗（つじ かなえ）」

です。よろしくお願いします。 

早速発見！「正しく動く」6年生 

 2 学期に備えて草を刈っていたところ、

6年生が集めに来てくれました。「自分たち

の学校」という主体者意識が支える、正し

い動き。とても誇らしい気持ちでした。 

ようこそ時津小へ② 

 もう一人、時津小に新し

い職員が仲間入りしました。

教職員の事務補助を務める

スクールサポートスタッフの「𠮷川 寿美

（よしかわ ひさみ）」です。よろしくお願いします。 


